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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第61期

第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 264,470 251,993 526,000

経常利益 (百万円) 72,972 68,272 158,450

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 53,603 46,281 110,500

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 8,857 56,281 55,053

純資産 (百万円) 1,220,671 1,296,044 1,253,266

総資産 (百万円) 1,350,521 1,437,187 1,390,539

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 801.23 695.78 1,656.44

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 90.1 90.0 89.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 71,359 55,893 124,610

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 9,935 2,887 24,923

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △38,102 △13,275 △49,925

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 342,904 446,291 399,128
 

 

回次
第61期

第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 398.75 346.88
 

(注)１ 当社は、四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から同年９月30日まで)においては、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大による世界経済への打撃が深刻さを増す中、米中間の摩擦にも緩和の兆しが見えず、先行き不透明感が

一層強まり、幅広い業種において設備投資を手控える動きが続きました。

自動制御機器の需要は、半導体関連は中国で好調が続きましたが、他の地域では伸び悩みました。自動車関連

及び工作機械関連は中国では好調でしたが、北米、欧州、日本など他の地域では低迷が続きました。医療機器関

連は中国で大幅に伸びたほか、食品機械関連は全般的に堅調でした。

こうした状況のもと、当社グループの売上高は251,993百万円(前年同四半期比4.7％減)となり、主に減収と対

ドルでの円高の影響から営業利益は65,045百万円(同11.5％減)となりました。為替差損が前年同四半期に比べ大

幅に減少したことなどから経常利益は68,272百万円(同6.4％減)、税金等調整前四半期純利益は67,843百万円(同

7.0％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は46,281百万円(同13.7％減)となりました。

自己資本四半期純利益率(ROE)は、前年同四半期に比べ0.8ポイント低下して3.6％となりました。

なお、単一の報告セグメントである自動制御機器事業の売上高は250,962百万円(同4.7％減)、営業利益は

67,729百万円(同10.7％減)となりました。報告セグメントに含まれないその他の売上高は1,138百万円(同5.7％

減)、営業利益は131百万円(同3.8％増)となりました。

 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ46,648百万円(3.4％)増加して1,437,187百

万円となりました。主な要因は、有価証券(米国債)の償還に伴う未収入金など流動資産の「その他」が9,858百万

円減少した一方、現金及び預金が39,552百万円、たな卸資産が9,699百万円それぞれ増加したことです。

負債は、前連結会計年度末に比べ3,870百万円(2.8％)増加して141,143百万円となりました。主な要因は、支払

手形及び買掛金が1,749百万円減少したものの、未払法人税等が5,216百万円増加したことです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ42,777百万円(3.4％)増加して1,296,044百万円となりました。主な要因

は、為替換算調整勘定のマイナスが8,681百万円減少したこと及び利益剰余金が32,978百万円増加したことです。

この結果、自己資本比率は90.0％となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前連結会計年度

末比47,163百万円増加して446,291百万円となりました。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は55,893百万円(前年同四半期比15,466百万円の収入減)となりました。前年同四

半期対比の主な変動要因は、課税所得の減少に伴う法人税等の支払額の減少により7,666百万円の資金が増加し

たものの、税金等調整前四半期純利益の減少5,082百万円、売上債権の減少額の減少7,743百万円、たな卸資産の

増加4,768百万円、仕入債務の減少5,843百万円により資金が減少したことです。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果稼得した資金は2,887百万円(前年同四半期比7,048百万円の収入減)となりました。前年同四半

期対比の主な変動要因は、有形固定資産の取得による支出の減少8,400百万円、有価証券及び投資有価証券の取

得による支出の減少10,777百万円により資金が増加したものの、定期預金の預入・払戻による差引支出24,814百

万円により資金が減少したことです。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は13,275百万円(前年同四半期比24,826百万円の支出減)となりました。前年同四

半期対比の主な減少要因は、自己株式の取得による支出の減少27,144百万円です。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書の「第２ 事業の状況 ３ 経営者による財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載した会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

について重要な変更はありません。

新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定についても、重要な変更はありません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、10,181百万円(前年同四半期比6.8％減)です。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行っていません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 67,369,359 67,369,359
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 67,369,359 67,369,359 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

－ 67,369 － 61,005 － 72,576
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(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

(自己株式を除
く。)の総数に

対する所有

株式数の割合
(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 東京都港区浜松町二丁目11番３号 5,153.3 7.74

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 東京都中央区晴海一丁目８番12号 4,093.7 6.15

合同会社高田インターナショナル 千葉県市川市国分一丁目13番13号 3,793.0 5.70

トン ファイナンス ビーブイ

(常任代理人 株式会社りそな銀行)

DE RUYTERKADE 120 1011AB. AMSTERDAM

(東京都江東区木場一丁目５番65号)  
3,443.5 5.17

ザ バンク オブ ニューヨーク メロン 140042

(常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部)

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY 10286, U.S.A.

(東京都港区港南二丁目15番１号)
1,964.4 2.95

ジェーピー モルガン チェース バンク 385632

(常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部)

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON, E14 5JP,

UNITED KINGDOM

(東京都港区港南二丁目15番１号)

1,931.8 2.90

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,861.8 2.79

第一生命保険株式会社

(常任代理人 株式会社日本カストディ銀行)

東京都千代田区有楽町一丁目13番１号

(東京都中央区晴海一丁目８番12号)
1,319.1 1.98

ザ バンク オブ ニューヨーク メロン 140044

(常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部)

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY 10286, U.S.A.

(東京都港区港南二丁目15番１号)
1,313.2 1.97

株式会社日本カストディ銀行(信託口５) 東京都中央区晴海一丁目８番12号 1,308.4 1.96

計 ─ 26,182.3 39.36
 

(注)　以下のとおり大量保有報告書(変更報告書)が公衆の縦覧に供されていますが、当社として2020年９月30日時点に

おける実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況には含めていません。

氏名又は名称 住所 報告義務発生日
保有株券等の数

(千株)

株券等保有割合

(％)

ファースト・イーグル・インベストメント・マネジメ

ント・エルエルシー
アメリカ・ニューヨーク 2017年10月13日 2,252.6 3.34

キャピタル・リサーチ・アンド・マネージメント・カ

ンパニーほか３社

アメリカ・ロサンゼルス

ほか
2020年７月31日 3,109.9 4.61
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 851,000 － 単元株式数は100株です。

完全議決権株式(その他) (注)１ 普通株式 66,470,300 664,703 単元株式数は100株です。

単元未満株式 (注)２ 普通株式 48,059 － －

発行済株式総数  67,369,359 － －

総株主の議決権 － 664,703 －
 

(注)１　「完全議決権株式(その他)」には、取締役に対する株式報酬のための「役員向け株式給付信託」が保有する当

社株式3,000株(議決権30個)が含まれています。

２　「単元未満株式」の普通株式の株式数には、当社所有の自己株式25株が含まれています。

 
② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＳＭＣ株式会社 東京都千代田区外神田四丁目14番１号 851,000 － 851,000 1.26

計 － 851,000 － 851,000 1.26
 

(注)　上記のほか、「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式が3,000株あり、会計上は自己株式として処理してい

ます。

 
２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、清陽監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 548,311 587,864

  受取手形及び売掛金 143,136 140,473

  有価証券 12,454 12,062

  商品及び製品 103,456 111,423

  仕掛品 18,913 18,925

  原材料及び貯蔵品 110,190 111,910

  その他 28,603 18,744

  貸倒引当金 △517 △505

  流動資産合計 964,549 1,000,900

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 82,169 82,399

   機械装置及び運搬具（純額） 34,857 35,117

   土地 38,611 39,085

   その他（純額） 32,839 34,443

   有形固定資産合計 188,477 191,047

  無形固定資産 10,771 10,821

  投資その他の資産   

   投資有価証券 74,791 77,958

   保険積立金 139,226 144,056

   その他 14,171 13,831

   貸倒引当金 △1,448 △1,426

   投資その他の資産合計 226,740 234,419

  固定資産合計 425,989 436,287

 資産合計 1,390,539 1,437,187
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 38,379 36,629

  短期借入金 3,726 1,709

  未払法人税等 14,669 19,885

  賞与引当金 2,434 2,939

  その他 35,155 34,654

  流動負債合計 94,364 95,818

 固定負債   

  長期借入金 7,790 10,006

  役員退職慰労引当金 964 360

  役員株式給付引当金 － 19

  退職給付に係る負債 8,296 6,786

  その他 25,857 28,151

  固定負債合計 42,908 45,324

 負債合計 137,272 141,143

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 61,005 61,005

  資本剰余金 73,335 73,335

  利益剰余金 1,182,014 1,214,993

  自己株式 △30,432 △30,616

  株主資本合計 1,285,922 1,318,717

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 6,344 7,835

  為替換算調整勘定 △40,084 △31,403

  退職給付に係る調整累計額 △1,994 △2,120

  その他の包括利益累計額合計 △35,734 △25,689

 非支配株主持分 3,078 3,016

 純資産合計 1,253,266 1,296,044

負債純資産合計 1,390,539 1,437,187
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 264,470 251,993

売上原価 134,191 133,533

売上総利益 130,278 118,460

販売費及び一般管理費 ※  56,806 ※  53,415

営業利益 73,472 65,045

営業外収益   

 受取利息 5,509 3,935

 その他 2,138 1,799

 営業外収益合計 7,648 5,735

営業外費用   

 支払利息 75 73

 売上割引 125 165

 為替差損 7,626 1,931

 その他 320 337

 営業外費用合計 8,148 2,508

経常利益 72,972 68,272

特別利益   

 固定資産売却益 123 81

 子会社清算益 117 －

 その他 28 14

 特別利益合計 269 95

特別損失   

 固定資産売却損 66 31

 固定資産除却損 88 247

 子会社株式評価損 159 －

 その他 0 245

 特別損失合計 315 525

税金等調整前四半期純利益 72,925 67,843

法人税等 19,246 21,688

四半期純利益 53,679 46,154

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

76 △127

親会社株主に帰属する四半期純利益 53,603 46,281
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 53,679 46,154

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △478 1,570

 為替換算調整勘定 △44,222 8,682

 退職給付に係る調整額 △120 △126

 その他の包括利益合計 △44,821 10,126

四半期包括利益 8,857 56,281

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 8,802 56,327

 非支配株主に係る四半期包括利益 55 △46
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 72,925 67,843

 減価償却費 7,906 8,937

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △79 △44

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19 △603

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △541 △1,644

 受取利息及び受取配当金 △5,968 △4,158

 支払利息 75 73

 為替差損益（△は益） 4,834 2,776

 投資有価証券売却損益（△は益） △21 △7

 投資有価証券評価損益（△は益） 159 109

 売上債権の増減額（△は増加） 11,852 4,109

 たな卸資産の増減額（△は増加） △3,620 △8,389

 仕入債務の増減額（△は減少） 3,180 △2,662

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,191 △1,377

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,550 △35

 その他 △1,579 851

 小計 87,746 65,776

 利息及び配当金の受取額 5,755 4,619

 利息の支払額 △81 △108

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △22,061 △14,394

 営業活動によるキャッシュ・フロー 71,359 55,893

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △135,771 △120,028

 定期預金の払戻による収入 170,526 129,968

 有形固定資産の取得による支出 △20,553 △12,153

 無形固定資産の取得による支出 △197 △474

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △11,425 △648

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び
償還による収入

11,637 10,996

 貸付けによる支出 △0 △0

 貸付金の回収による収入 36 17

 保険積立金の積立による支出 △6,617 △7,772

 保険積立金の払戻による収入 1,877 2,713

 その他 424 267

 投資活動によるキャッシュ・フロー 9,935 2,887

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 1,245 △2,189

 長期借入れによる収入 5,000 3,200

 長期借入金の返済による支出 △3,663 △811

 自己株式の取得による支出 △27,328 △183

 配当金の支払額 △13,316 △13,303

 その他 △39 12

 財務活動によるキャッシュ・フロー △38,102 △13,275

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,860 1,658

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 26,332 47,163

現金及び現金同等物の期首残高 312,366 399,128

連結の範囲の変更に伴う現金及び
現金同等物の増減額（△は減少）

4,206 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  342,904 ※  446,291
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、一部の連結子会社の税金費用については当該見積実効税率に代えて法定実効税率により計算し、繰延税

金資産については回収見込額を合理的に見積り、その範囲内で計上しております。

 
(追加情報)

当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の(追加情報)に記載した、新型コロナウ

イルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定に重要な変更はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※ 　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

給料及び手当 20,797百万円 19,982百万円

賞与 3,880  3,546  
退職給付費用 863  940  
貸倒引当金繰入額 57  113  

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

現金及び預金勘定 525,037百万円 587,864百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △182,132  △141,572  

現金及び現金同等物 342,904  446,291  
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日　至 2019年９月30日)

 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 13,443 200 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月12日
取締役会

普通株式 13,303 200 2019年９月30日 2019年11月29日 利益剰余金
 

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年９月30日)

 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 13,303 200 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月13日
取締役会

普通株式 13,303 200 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金
 

(注)　2020年11月13日取締役会の決議による「配当金の総額」には、「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式に

対する配当金０百万円が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１ 合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３自動制御機器事業

売上高      

  外部顧客への売上高 263,357 1,112 264,470 － 264,470

  セグメント間の内部売上高

  又は振替高
－ 94 94 △94 －

計 263,357 1,207 264,564 △94 264,470

セグメント利益 75,808 126 75,934 △2,462 73,472
 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業倉庫業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△2,462百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費中の全社費用△2,462百

万円を含んでおります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１ 合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３自動制御機器事業

売上高      

  外部顧客への売上高 250,962 1,031 251,993 － 251,993

  セグメント間の内部売上高

  又は振替高
－ 107 107 △107 －

計 250,962 1,138 252,101 △107 251,993

セグメント利益 67,729 131 67,861 △2,815 65,045
 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業倉庫業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△2,815百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費中の全社費用△2,815百

万円を含んでおります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益 801円23銭 695円78銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 53,603 46,281

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益(百万円)
53,603 46,281

普通株式の期中平均株式数(千株) 66,900 66,517
 

 (注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません

２　「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めております(当第２四半期連結累計期間803株)。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

(1) 2020年11月13日開催の取締役会において、第62期事業年度(2020年４月１日から2021年３月31日まで)の中間配当

に関し次のとおり決議いたしました。

中間配当による配当金の総額………………13,303百万円

１株当たりの金額……………………………200円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日……2020年12月１日

(注)１ 2020年９月30日現在の株主名簿に記録された株主又は登録質権者に対し、支払いを行います。

　　２　中間配当による配当金の総額には、「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式に対する配当金０百万

円が含まれております。

　

(2) 上記のほかには特記すべき事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月13日

ＳＭＣ株式会社

取締役会  御中
 

清 陽 監 査 法 人
 

東京都港区
 

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 斉藤　 　孝 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 乙藤　 貴弘 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 中山　 直人 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＭＣ株式会社

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年９月30

日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＭＣ株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管し

ています。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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